
千葉市緑と水辺のまちづくりプラン 【概要版】
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千  葉  市

みんなで育て、守っていこう!みんなで育て、守っていこう!

わかなちゃん いずみちゃん まもるくん かいとくん

この美しい緑と水辺この美しい緑と水辺



豊かな緑と水辺は、千葉市の大切な財産のひとつであり、
都市の大きな魅力となっています。
この恵まれた環境を守り、育て、次の世代に引き継ぐこ
との大切さをみんなで理解し、ひとりひとりが自ら考え、
行動することにより、さらに快適な都市環境を作ること
を目指します。

〈テーマ〉

〈サブテーマ〉

千葉市緑と水辺のまちづくりプラン 

縄文より続く 住みやすさ 日本一のまちを次代に

みんなの手で育みつなごう! 緑と水辺

 ゆた みどり みず べ ち ば し たい せつ ざい さん

 と し おお み りょく

 めぐ かん きょう まも そだ つぎ せ だい ひ つ

 たい せつ り かい みずか かんが

 こう どう かい てき と し かん きょう つく

 め ざ

みどり みず べ

て はぐく みどり みず べ

じょう もん つづ す に ほん いち じ だい
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まもるくん かいとくんいずみちゃんわかなちゃん
わかなが転校して最初に友達に
なった。まちを歩いたり、公園で
遊ぶのが大好きで、わかなを少し
遠くの公園などにも案内してくれる
女の子。

クラス一の勉強家で、いろいろな事
を知っている。休みの日には、お父
さんや弟と、海や川へつりに出かけ
ることが多い、とてもたよりになる
男の子。

お兄さんからゆずってもらった自転
車が現在のお気に入り。学校から帰
ると、さっそく自転車に乗り、時に
は郊外に住むおじいちゃんの家まで
出かけてしまう元気な男の子。

 げん ざい

 こう がい

緑の少ない都心の小学校から千葉
市にある小学校に転校してきた。転
校初日から校庭の大きな木に登っ
て、先生や親をあわてさせた元気
のよい女の子。

登場人物紹介
とう じょう じん ぶつ しょう かい



こんにちは。
私の名前は、わかな。小学校５年生、よろしくね。
実は、まだ市外から転校してきたばかりなの。
このまちのことをもっと知りたいわ。

わたし

おー
い、

　わか
な～

　　な
にし

てる
の～

?
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現在は、緑を守るために
まちのみんながいろいろな努力を
しているんだよ。

 げん ざい

自分の子どもやその後の世代にも
この豊かな緑と水辺を残していけるようにと、
まちの人たちが、計画を作ったのよ。

 

 ゆた

千葉市って、私が前に住んでいた所より、
たくさんの木があるし、花も多いのよね。
こんなに緑が多いまちに暮らしてきた
みんながうらやましいな。

 わたし

く 

千葉市は、貝塚が日本一
集まっているまちなんだって。
縄文時代の昔から
住みやすいところなんだよ。
でも、千葉市の緑は
だんだん減ってきているんだ。

 かい づか

んも うょじ 

へ 

どんな
計画なの…?
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4

それは
“千葉市緑と水辺のまちづくりプラン ”
と言うんだ。

「みんなの手で
育みつなごう！緑と水辺」
だよね。

はぐく

それなら、まずは、
まちの緑と水辺の役割について
考えてみよう。

 やく わり

「縄文より続く
住みやすさ　日本一のまちを
次代に」もね。

わあ、すごい。
まちの緑について
もっとよく知りたいな。

 じょう もん

 じ だい

空から見た千葉市のだいたいのイラストです。



緑と水辺の役割ってなんだろう?
やく わり

まちを災害から守る

生き物が生まれ育つ

環境を保つ・よくする
かん きょう たも

さい がい

千葉市が緑で
いっぱいになると、
どんないいことが
あるのかな？

そうだね。
どんな役割があるのか
みんなで考えてみよう。

 やく わり

気づかないところで
緑が、僕たちの役に
立っているってことかな？

 ぼく
そういえば
なんとなく
いいことだって
思ってたけど…。

地球温暖化を
防いだり、
生き物が住むところ
でもあるのね。

 ち きゅう おん だん か

 ふせ

いざというときに
まちや人を守って
くれるよ。

緑と水辺は、地震や大雨などによる
土砂くずれなどを防いだり、
火事が大きく燃え広がらないようにすることができます。
災害にならないように雨風をしのぐなど、
人々の命や財産を守る役に立ちます。

 じ しん

 ど しゃ ふせ

も 

 さい がい

 ひと びと ざい さん

緑と水辺がなければ
生き物は生きていけません。
生き物が育つ条件を保つことで、
数少なくなってしまった生き物を守るという
大切な役割も持っています。

 じょう けん たも

 やく わり

緑と水辺は、まちの気温が上がる原因といわれている
二酸化炭素（CO2）を吸いこんでくれたり、
呼吸に必要な酸素を出してくれたりします。
空気中の小さなごみを吸いつけてくれたり、
うるさい音を小さくしてくれたり、
まちの気温を下げるはたらきもしています。

 き おん

 に さん か たん そ す

 こ きゅう ひつ よう さん そ

 くう き ちゅう す

 き おん
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スポーツや遊びを楽しむ

まちの景色をよくする

何よりも
水や食べものは
緑のめぐみだよ。

僕たちの
心や体を元気づけて
くれるね。

 ぼく

け し き

緑や水辺のある公園は、
スポーツなど、みんなで遊ぶことのできる場所です。
緑と水辺があると心が落ちつくので、
人々のいこいの場にもなっています。
人々が集まることで、人と人とのつながりを
つくることにも役立っています。

 ひと びと

 ひと びと

緑の中には、野菜などを育てる農地もあります。
新鮮で安全・安心な野菜を作る畑や田んぼ、
肉、牛乳などを作るため牛を育てる
牧場などがあります。
東京やまわりの県にまで届けられるほど
たくさん作られています。

 しん せん

 ぎゅう にゅう

 ぼく じょう

 とど

食べものを作る

緑のあるところでは、
土に雨水がしみこんでたくわえることで、
下流のまちが水びたしになることを防いでいます。
地面にしみこんだ水は、きれいな地下水となり、
まわりの土地に運ばれて生き物を育てることに役立っています。

 ふせ

水をたくわえる・きれいにする

緑と水辺は、うるおいのある美しい街並をつくります。
そして季節の移り変わりを知らせてくれることで、
景色をより美しく見せることができます。
まちに緑がたくさんあると
人々にとって、とても気持ちの良い、
すごしやすいまちになるのです。

 まち なみ

 うつ

 け しき

 ひと びと
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僕たちが住む千葉市は、緑を中心に考えると、
大きく４つの地域に分かれて、
そこをつなぐように川が流れているんだ

 ぼく

  ち いき

大
き
な

公園
にいこいの場をつ
く
る

海辺に
親しむ

ま

ちな
かに緑を増やす

ふ

サ
イ

クリ
ングコースを整え

る

水辺を
整える

街並にうるおいを与える
街路樹や道沿いの緑、
まちかどの花壇などを増やそう。

 まち なみ

 がい ろ じゅ ぞ

 か だん ふ

市街地の緑
都市をよりにぎやかにし、
スポーツや遊びを楽しめる
公園や人工海浜をつくっていこう。
 じん こう かい ひん

臨海部の緑・海辺

緑と緑をつないでくれる川。
川沿いに走るサイクリングコースや遊歩道、
水辺と親しむための岸辺などを整えていこう。

 ぞ

河川とその周辺の緑

 し がい ち りん かい ぶ

 か せん しゅう へん

みんなで目

7



地形やまちのなりたちによる
緑の特徴をいかすのね。
 とく ちょう

こんなまちに
住みたいな。

地域ごとに目指すことが
決まっているのね。

 ち いき

… 郊外部の緑
… 内陸部の緑
… 市街地の緑
… 臨海部の緑・海辺
… 河川とその周辺の緑

 こう がい ぶ

 ない りく ぶ

 し がい ち

 りん かい ぶ

 か せん  んへ うゅし

緑と水辺の地域分け
ち いき

まち
かどに

花を植える

森や林
を守る

田ん
ぼや畑を守る

公

園を
もっと楽しく使う

水辺に
親しむ

古くから残る森林や農地、
谷津田、里山などの緑を
守っていこう。

郊外部の緑
暮らしが豊かに感じられるように
公園や、雑木林、住宅地の緑や
水辺を守り育てていこう。

内陸部の緑
 く ゆた

 ぞう き ばやし じゅう たく ち  や つ だ

 こう がい ぶ ない りく ぶ

指そう !
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緑をもっといきいきさせよう。

緑を増やすことだけではなく、もっと元気な緑を育てることで、
たくさんの生き物が育つ空間を守ろう。
そのために、 森や田んぼを大切にしよう。
 水辺を再生しよう。
 いきいきとした公園にしよう。

 ふ

 さい せい
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昔からある自然を
守るだけでなく、
よりよくすることが大事だね。

緑や水辺を元気にすれば
そこに住む生き物も
元気になっていくんだね。

わたしたちがすること・できること
わ
た
し
た
ち
が

す
るこ

と その1

緑と水辺を守るために、
私たちでもできることって
あるのかな ?

もちろんあるよ。できること。
みんなでできる３つの大切なことを
知っておかないといけないね。



緑と水辺でまちを元気にしよう。

まちがさらに魅力的になるように、豊かな緑と水辺でまちを元気にしよう。
そのために、 緑あふれるまちを作ろう。
 公園や水辺の魅力を高めよう。
 花のあふれるまちをつくろう。

 み りょく てき ゆた

 み りょく
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まちの中に
たくさんの緑を増やして
きれいなまちにしたいね。

 ふ

緑や水辺が魅力を増すと、
まちの外からも人が集まって
まちが元気になるんだね。

 み りょく ま

わ
た
し
た
ち
が

す
るこ

と その2

わたしにも
できそう。

緑や水辺があると
人も元気になるね。



緑を大切にする心を育てよう。

多くの人が緑を守り増やす活動を広げるまちをつくろう。
そのために、 緑を守り育てる人を増やそう。
 緑のことをもっと知ろう。

 ふ

 ふ

緑を育てるためには、
緑を大切にしようと思えるような
人の心を育てていくことが大事だね。

緑を大切にする心を育てるために、
日頃から、自然や生き物に関心を
持つようにしようね。

 ひ ごろ
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緑が育つのには時間がかかるから、
緑を大切にする心を受けついでくれる
人がいれば安心だね。

わ
た
し
た
ち
が

す
るこ

と その3



緑でまちを
元気にする。

２
緑をもっと

いきいきさせる。

１

緑を大切にする
心を育てる。

３

伸ばしていく
の

太くしていく

緑を守る、緑を育てる、
千葉市のまちづくり。
緑と水辺のまちづくり 3つの心がけ

みんなで
もっと大きな木に
していこうね。

この３つの心がけは、
こんなふうに一本の木に
見立てることができるね。
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0

1,100

1,200

1,300

1,400

1,500

市街化区域内の緑地の確保 市内の花や緑は豊かだと感じている市民の割合

身近な水辺に親しみを感じている市民の割合

 し がい か く いき ない かく ほ  ゆた わり あい

 わり あい

（平成33年度）（平成22年度）

（平成33年度）（平成21年度）

（平成33年度）（平成21年度）

70.0%
以上

現在千葉市は 48.4%も
緑におおわれているのよ。

 げん ざい

40.0%
以上

62.3%

36.4%

このままこの緑を守っていこう!
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（ヘクタール）

1,330
ヘクタール

1,410
ヘクタール

緑を守るため、
こんな目標が
あげられているよ

これから、もっとみんなが協力して、
この目標を達成していこうね。

昔から守られてきた千葉市の緑や水辺を残して
いくために、協力しあう仲間を増やしていこう。

ふ 

みんなの目標



千葉市には
昔から守られてきた緑がたくさん残されている。

これからもこの美しいまちを
わたしたちの手で、次の世代の人たちに残していこう。

千葉市の緑はだんだん減っていて、

このままでは、たくさんの生き物が
住む場所を失い、困ってしまうの。

そうなると、わたしたちも住みづらいまちに

なってしまうのよ。

大切な緑と水辺を守り、育てていくために

がんばってみんなの力を合わせていこうね。

 へ

 こま

木や草などの緑は、光合成により二酸化炭素を吸い
こみ、酸素をつくり出します。
千葉市の緑が一年間に吸いこんでくれる二酸化炭素
の量を計算してみると、千葉市民が呼吸で出す二酸化
炭素の量とだいたい同じくらいになります。

 こう ごう せい に さん か たん そ す

 さん そ

 す に さん か たん そ

 こ きゅう に さん か

 たん そ

まめ知識
ち しき知っているかな?

千葉市の緑は、

どのくらいの二酸化炭素を吸収している？
 に さん か たん そ きゅう しゅう
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この緑と水辺は
過去そして未来につながっている

か こ

私たちが引き継いだこの緑と水辺を、

私たちの手でさらに良いものにしながら、

このまちに暮らす未来の人たちに

つないでいこう。

千葉市 都市局 公園緑地部 緑政課
〒260-8722 千葉市中央区千葉港2番1号

TEL. 043-245-5774
FAX. 043-245-5885

ryokusei.URP@city.chiba.lg.jp

ち ば し と し きょく こう えん りょく ち ぶ りょく せい か

平成 24 年 3月

 わたし ひ つ

 わたし

 く

ちはなちゃん
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